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野口 英世 に は , その 生涯 に 3 人 の 恩人 が 居 た . 
すなわち 小林 栄 , 渡部 県 , 血 脇 守之 助 で ある . こ 
の 3 名 に より 尋常 高等 小学 校 に 進ん で 基礎 教育 を 
確立 し , 手 ん 本 の 手術 を 受け て 自ら 医学 へ の 志 を 
確立 し , 医師 免許 を 受け る た め と その 後 の 無 謀 と 
も 言え る 渡米 決行 の それ ぞ れ に , 野口 は 成功 の 
チャ ンス を 握り , その 燃 々 た る 成功 の いし づえ と 
じき 

ペン シル バニ ア 大 学 病理 学 教室 フレ キシ ナー 教 
授 の 下 で の 蛇 毒 の 研究 , 留学 先 デ ンマ ー ク 国立 血 
清 研 究 所 マドセン 博士 の 指導 を 経て . ロッ ク フ ェ 
ラー 医学 研究 所 の 正 所 員 と し て 時 代 の 先端 を 行く 
研究 業績 を 次 々 と あげ た 成果 は 衆 知 の 事柄 で あ 
る . 


「 蛇 毒 の 研究 」 「 徹 毒 の 血清 診断 法 1 一 3 版 ] な 
どの 主 著 の 他 , 終生 の 研究 テー マ で あっ た 黄 熱 の 
研究 に 着 々 と 成果 を 挙げ た 研究 一 途 の 生活 の 裏面 
で , 結婚 と ニュ ー ヨ ー ク 州 ア ルス ター 郡 シ ャ ン 
デー ケン 村 で の 夏向き の 別荘 の 建築 は , 野口 の 人 
間 性 の 別 の 面 を 垣間見 せ て くれ る 

この 事 も , 実は 腸チフス や 申 垂 炎 の 療養 の た め 
星 一 に 送金 を 受け た 残余 で 土地 を 購入 , 自ら 設計 
し て 夫人 共々 幸福 な 滞在 を 楽し ん だ 次 第 が 秘め ら 
れ そ た 

1918 (大 正 7) 年 2 月 12 日 付 で 野口 か ら 小林 先 
生 夫 妻 と 城 母 に 送っ た 書簡 (野口 記念 会 編 野口 英 
世 書 簡 集 所 載 ) に 以下 の 記述 が ある . 

「 (前 略 ) … 実 は 昨年 八 月 中 旬 に シャ ン デ ー ケ ン 
と 申す 山中 の 旅館 より 保養 中 の 様子 を 申し 上 げ し 
以来 厄年 の 厄 が 未だ 二 き ざり し と 見 え 三 週間 の 後 
に 再び 発熱 し 九 月 上 名 に は 辛 ふ じ て 紺 育 に 運ば れ 


(汽車 に 乗り 平 仏 し 妻 女 が 看病 し て ) 遂 に 腸チフス 
の 再発 と 診断 せ られ, ロッ ケ フ ェ ラー 研究 所 の 病 
院 に て また また 病床 に 就き 前 後 六 週 間 の 後 無事 に 
退院 せ し は 丁度 十 月 の 二 十 九 日 に 有 之 申 候 , 今度 
は 前 回 の 様 な 危険 は 無 之 通 過 致 し 候 へ し , それ か 

ら 十 一 月 十 二 日 に は メー リー が 盲腸 炎 に か > ゝ り … 
(中 略 ) 幸 に 三 週 に て 退院 仕 り ヤレ と 一 息 する 間 も 
な くま た また 十 二 月 十 四 日 に は 小 子 が 前 腸 炎 を 病 
み 遂 に 十 二 月 十 九 日 に マウ ント , サイ ナイ 病院 に 
於 て 手術 せら れ 三 週間 床上 の 人 と な り 遂 に 無事 正 
月 四 日 に 退院 帰宅 せ し 次 第 に て 中 々 面倒 臭 ひ 目 に 
あ ひ 申 候 … (中 略 ) 

倍 面 毎年 夏期 に は 大 抵 は 紐 育 に 研究 の 入 め 留 ま 
る か , 或 は 海 濱 の 研究 所 な ど に 出張 する か 例 に 有 
之 候 も , 今年 より は 成る 丈 け 健康 を 守る 穫 め 山中 
に で も 夏期 静養 に 行く 様 に 致し 度 き 考 に て , 昨年 
八 月 中 に 遊び に 行き し 附近 に 二 町 歩 程 の 土地 を 買 
ひ 入 れ 受 負 人 に 頼む て 夏向き の 家屋 を 建築 する 手 
続き を 致し 候 , 約束 は 本 年 六 月 十 五 日 まで に 竣功 
する 管 に 候 ] 

研究 に 追わ れ て いた 野口 英世 が 腸チフス の 再 
発 , 旨 腸 炎 に か か り , 体調 を 良し , 今後 は な る だ 
け 健 康 を 守る た め に , 代 暑 地 と し て 好 ん で 訪れ て 
ゅ いた シャ ン デ ー ケ ン に 夏 の 間 は 静養 に 行き た い 旨 
記述 され て お り , 別荘 建築 の 経緯 が 読み 取れ る . 
別荘 の 間取り や 周辺 の 様子 な ど 続 いて 次 の よう に 
記述 きれ て いる . 以下 の 手紙 の 内 容 を 現代 語 風 に 
要約 する と, 

[別荘 の 間取り は 平屋 造り で , 応接 間 (10X12 
尺 ), 客 闘 兼 食堂 (15X24 尺 ), 書斎 (12 メ 15 尺 ), 
台所 (12X14 尺 ), 浴室 兼 便所 (8X10 尺 ) 及び 科 


室 二 間 (15x12 尺 ) で , 周囲 三面 は 9 尺 巾 の 廊下 
が あっ て 夏向き に 都合 良く 出来 て いる . 燈火 は 電 
気 発動 機 を 据え て 電 燈 を と ぼ し , 堀 抜 井 か ら 電気 
仕掛 け で 浴室 , 台所 等 に 噴出 させ る 訳 で す . これ 
は シャ ン デ ー ケ ン 村 に は 数 少な い 最 高 の 別荘 で あ 
り ま す . 人 口 百名 足ら ず の 閑静 な 所 で , 海上 二 千 
四 百 尺 以上 で 由 は 居り ませ ん . 裏手 に は エ ソ プス 
川 が あっ て 浅い が 清流 で 遊泳 に 適し 釣 も 出来 ま 
す . 近 効 一 帯 は 山 が 連なり 数 先 に は 湖水 も あり 
風景 絶 佳 , 紐 育 か ら 泡 車 で 4 時 間 の 都合 の 良い 場 
処 で , 二 町 歩も あります の で 花園 や 果樹 を 植付け 
て 楽し み , 一 部 は 野生 の 大 木 や 草花 を 保存 し て お 
く 心 算 で , 今夏 に は 写真 を 撮り お 目 に 懸け る の を 
楽し み に し て お り ま す . |」 と な っ て いる . 


以上 が 野口 本 人 に よる 故国 の 恩師 や 母 へ の 手紙 
の 内 容 で ある . 

多忙 だ っ た 野口 英世 が , 別荘 を どの 程度 使っ た 
か と いう 点 に つい て は , 「 野 口 英世 書簡 集 ] で 確認 
で きる の は , 1918 年 , 1922 年 , 1925--27 年 の 夏 で 
ある が , 出張 等 が な い 期間 は , お お むね シャ ン デ ー 
ケン を 訪れ て いた と 思わ れる . どう いっ た だ 人達 が 
訪れ た か に つい て は , 1925 年 9 月 8 日 付 小林 栄 元 
の 書簡 で [今夏 妻 の 兄弟 3 人 避暑 に 来 り 2 て 3 週間 
滞在 致し 候 , 其 際 撮 影 せ し も の 数 枚 御 笑 覧 に 供し 
候 ) と あり メリ ー 夫 人 の 兄弟 3 人 が 訪れ た こと が 
記さ れ て いる . その 他 写 真 等 か ら 堀 市 郎 は じ め 友 
人 , 日 本 人 留学 生 た な ち が 訪 れ た と 思わ れる . 
以上 を スラ イド を 供覧 し 報告 し た い . 
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